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1. 2023年2月期第2四半期の連結業績（2022年3月1日～2022年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年2月期第2四半期 11,164 ― 707 ― 646 ― 811 ―

2022年2月期第2四半期 25,100 7.9 293 ― 342 ― 352 ―

（注）包括利益 2023年2月期第2四半期　　808百万円 （―％） 2022年2月期第2四半期　　△42百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年2月期第2四半期 70.87 ―

2022年2月期第2四半期 30.79 ―

第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、当該基準等適用前の前期の実績値に対する増減率は記載してお
りません。なお、当該基準等を適用しなかった場合の売上高は26,551百万円（対前年同期比5.8％増)であります。また、当連結会計年度より、表示方法の変更を
行ったため、2022年２月期第２四半期の営業利益は、当該表示方法の変更を反映した組替え後の数値を記載しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年2月期第2四半期 47,071 9,914 21.1 865.39

2022年2月期 47,300 9,029 19.1 788.19

（参考）自己資本 2023年2月期第2四半期 9,914百万円 2022年2月期 9,029百万円

第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、2023年２月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準
等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年2月期 ― ― ― 5.00 5.00

2023年2月期 ― ―

2023年2月期（予想） ― 5.00 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

2023年２月期（予想）につきましては、本日公表の「配当予想に関するお知らせ」をご覧下さい。

3. 2023年 2月期の連結業績予想（2022年 3月 1日～2023年 2月28日）

第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、当該基準に基づいた予想となっております。このため、当該基準等
適用前の前期の実数値に対する増減率は記載しておりません。なお、当該基準等を適用しなかった場合の売上高は53,800百万円（前期比101.2%）を予想してお
ります。また、2023年２月期の業積予想につきましては、本日公表の「連結業積予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,300 ― 1,200 ― 1,100 ― 1,200 ― 104.74



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年2月期2Q 11,480,495 株 2022年2月期 11,480,495 株

② 期末自己株式数 2023年2月期2Q 24,020 株 2022年2月期 23,954 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年2月期2Q 11,456,505 株 2022年2月期2Q 11,456,769 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。実際の業績に影響を及ぼす可能性のある重要な要因は、当社グループを取り巻く商圏動向、公
的規制、自然災害・事故、金利の変動等がありますが、これらに限定されるものではありません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（2022 年３月１日～2022 年８月 31 日）におけるわが国経済は、

新型コロナウイルス感染症拡大にいまだ収束の兆しがみられないことに加え、世界的な緊張によ

る海外景気の下振れリスクや原材料の供給制約・価格高騰が及ぼす影響など、景気を下押しする

懸念材料は多く、近年経験したことのない厳しい情勢が先行き不透明な状況のまま続いておりま

す。 
百貨店業界におきましては、前年の新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言下での

臨時休業要請の反動や、外出機会の増加等により、商況は前年を大きく上回り、復調の兆しが

見え始めておりますが、新型コロナウイルス感染症拡大以前の水準には至っておりません。 
当社グループにおきましては、従来型の規模や量を追求する事業モデルを見直す契機と捉え、

量から質への新たな事業モデルへの道筋をつける「井筒屋グループ 中期３ヵ年経営計画（2022 
年度～2024 年度）」を策定し、推進いたしております。 
計画１年目となる本年は、店舗における百貨店らしさを追求するべく、好調カテゴリーの強化

を図るとともに、百貨店の強みを活かした編集売場を構築することにより、店舗価値の向上お

よび売場の活性化に努めております。 
本店におきましては、本年３月に、福岡県のまん延防止等重点措置が解除されて以降、徐々に

消費の回復傾向がみられ、引き続き高額品などの好調カテゴリーが牽引する中、他商業施設と

の差別化を図るため、百貨店の強みを活かした取り組みを推し進めてまいりました。 
百貨店の強みである自主編集ゾーンの拡充として、本館４階婦人服売場センターゾーンに、美

と健康とファッションの融合にこだわったトータルビューティーセレクトショップ「Ｂ. ｍｏｒ

ｅ（ビー・モア）」を3月にオープンいたしました。また、４月には、本館５階紳士服売場セン

ターゾーンに、素材やデザイン、製法など、流行に左右されない作り手の想いが込められた服

や雑貨などを国内外のブランド問わずセレクトした「Stand up（スタンドアップ）」をオープン

いたしました。 
本館8階では、地元食材にこだわったイタリアンレストラン「トラットリア ジラソーレ」を

オープンし、多くのお客様からご好評をいただいております。 
また、催事・イベントに関しても徐々に開催制限が緩和され、約３年ぶりに本新館間クロスロ

ードにて「クロスロードマルシェ」をゴールデンウィークに合わせ開催。地元のグルメや雑貨

など約30店舗が出店し、多くのお客様で賑わいました。また期間限定の新規イベントとして６

月に創業明治５年、近江の老舗和菓子舗「たねや」を本館 1 階特設会場にて開催。８月には、

世界中の美味しいものを集めた食のセレクトショップ「DEAN&DELUCA（ディーン＆デルー

カ）」を新館１階特設会場にて開催いたしました。今後もお客様に喜んでいただける百貨店なら

ではの取り組みを積極的に進めてまいります。 
サテライトショップにおきましては、８月８日にイオン戸畑内「戸畑ショップ」を閉店いたし

ました。長年のご愛顧に心より感謝申し上げます。 
山口店におきましては、３月には、「KASHIYAMA」のオーダーメイド取り扱いアイテムを、

レディースシューズに加え、新たにメンズ・ウィメンズのスーツ・セットアップまで拡充し、

多様なニーズに対応できる売場を構築いたしました。 
地域の魅力発信スペース「コトサイト」会場ではゴールデンウィークに「コトマルシェ～山口
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県の素敵発見プロジェクト～」と題し、山口県内各地域の特産品や伝統工芸など販売を通じ紹

介するイベントを開催いたしました。 
また、７月には山口県宇部市出身の映像作家、庵野秀明氏の「庵野秀明展」が山口県立美術館

にて開催されたことを受け、代表作である「エヴァンゲリオン」の公式ストアを同期間限定で

開催し、多くのお客様がご来店されました。今後も地域連携を図りながら地元の魅力発信に努

めてまいります。 
一方、持続可能な社会の実現に向けた取り組みといたしましては、“井筒屋サステナブルアク

ション”の一環として、「井筒屋オリジナル クリスマスチャリティオーナメント」の収益金の

一部を利活用し、お客様とともに森林保全を目的とした「植樹会」を実施いたしました。 
北九州市と脱炭素社会の実現に向け『ゼロカーボンシティを目指す連携協定』を締結し、

10 月からは全国初の取り組みとなる、自治体と企業間でのEV シェアリングを開始いたし

ます。電気自動車の活用及び普及促進や、再生可能エネルギーの導入拡大を進めることで、ま

ちの魅力向上や 2050 年のCO2 排出実質ゼロを目指す『ゼロカーボンシティ』の実現に向けて

取り組んでまいります。 
なお、ＣＳＲ・ＥＳＧに関する取り組みにつきましては、当社ホームページ「サステナビリテ

ィレポート」に掲載いたしております。 
こうした諸施策を講じてまいりました結果、当第２四半期連結累計期間における当社グル

ープの業績につきましては、売上高は11,164百万円（前年同期は売上高25,100百万円）、営業

利益は 707 百万円（前年同期は営業利益 293 百万円）、経常利益は 646 百万円（前年同期は経

常利益342百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は811百万円（前年同期は親会社株主

に帰属する四半期純利益352百万円）となりました。 
なお、収益認識会計基準等を適用した影響などにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は   

15,386 百万円、売上原価は 14,908 百万円、販売費及び一般管理費は 461 百万円それぞれ減少

し、営業利益は 17 百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は 47 百万円それぞれ減少

しております。 
 
(2) 財政状態に関する説明 
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて 229 百万円減少し、

47,071 百万円となりました。これは主に受取手形及び売掛金が増加したものの、有形固定資産

が減少したことによるものであります。  
負債については前連結会計年度末に比べて1,114百万円減少し、37,156百万円となりました。

これは主に長期借入金の減少によるものであります。純資産は、主に親会社株主に帰属する四

半期純利益の計上等により利益剰余金が増加したため前連結会計年度末に比べて 884 百万円増

加し、9,914百万円となりました。 
なお、収益認識会計基準等の適用により、利益剰余金の当期首残高は 133 百万円増加してお

ります。 
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(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  
2023 年２月期の業績予想及び配当予想につきましては、本日公表の「連結業績予想の修正に関

するお知らせ」、「配当予想に関するお知らせ」をご覧下さい。 

 
(注)上記の業績予想は、この資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因により、予想数値と異なる結果となる可能性がありま

す。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,604 3,601

受取手形及び売掛金 1,546 1,706

商品 1,989 1,930

貯蔵品 21 19

その他 372 441

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 7,534 7,700

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,819 10,284

土地 24,011 24,011

その他（純額） 514 440

有形固定資産合計 35,345 34,736

無形固定資産 195 169

投資その他の資産

差入保証金 1,980 1,924

その他 2,299 2,595

貸倒引当金 △54 △54

投資その他の資産合計 4,225 4,465

固定資産合計 39,766 39,370

資産合計 47,300 47,071
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,811 4,132

短期借入金 11,833 11,833

未払法人税等 35 5

前受金 7,454 2,976

契約負債 ― 4,554

その他の引当金 183 57

その他 3,059 2,633

流動負債合計 26,378 26,193

固定負債

長期借入金 6,509 5,842

再評価に係る繰延税金負債 3,278 3,278

商品券回収損失引当金 854 645

退職給付に係る負債 783 750

資産除去債務 261 261

その他 205 184

固定負債合計 11,892 10,963

負債合計 38,270 37,156

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 924 924

利益剰余金 2,632 3,520

自己株式 △27 △27

株主資本合計 3,629 4,517

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21 19

土地再評価差額金 5,362 5,362

退職給付に係る調整累計額 16 15

その他の包括利益累計額合計 5,400 5,397

純資産合計 9,029 9,914

負債純資産合計 47,300 47,071
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年８月31日)

売上高 25,100 11,164

売上原価 19,371 5,589

売上総利益 5,728 5,574

販売費及び一般管理費 5,435 4,867

営業利益 293 707

営業外収益

受取利息 0 0

持分法による投資利益 91 9

協賛金収入 5 11

未回収商品券受入益 159 101

受取賃貸料 32 32

助成金収入 98 49

その他 61 33

営業外収益合計 449 238

営業外費用

支払利息 179 164

売上割引 42 ―

商品券回収損失引当金繰入額 111 84

その他 67 51

営業外費用合計 400 299

経常利益 342 646

特別損失

投資有価証券評価損 5 ―

特別損失合計 5 ―

税金等調整前四半期純利益 336 646

法人税、住民税及び事業税 19 5

法人税等調整額 △35 △171

法人税等合計 △16 △165

四半期純利益 352 811

親会社株主に帰属する四半期純利益 352 811
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年８月31日)

四半期純利益 352 811

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △0

土地再評価差額金 △404 ―

退職給付に係る調整額 2 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 6 △2

その他の包括利益合計 △394 △3

四半期包括利益 △42 808

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △42 808

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 
 (継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 
 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 
 
 （会計方針の変更） 
   (収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020年３月 31日。以下「収益認識会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの

支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益

を認識することとしております。 

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。 

  

(1)代理人取引に係る収益認識 

当社グループが代理人として関与したと判定される取引については、顧客から受け取る対価

の総額を収益として認識しておりましたが、純額で収益を認識する方法に変更しております。 

  

(2)自社ポイント制度に係る収益認識 

販売促進のためのポイント制度において、顧客に付与したポイントのうち将来使用見込み分

を引当金に計上しておりましたが、当社グループでの買上げ時の付与ポイントを履行義務と識

別して契約負債を認識し、履行義務が消滅する利用・失効時に収益を認識する方法に変更して

おります。 

  

(3)井筒屋友の会カード（お買物カード）に係る収益認識 

井筒屋友の会カードの未使用部分については、一定期間経過後に収益として認識するととも

に、将来回収時に発生する損失に備えるため、引当金を計上しておりましたが、顧客による権

利行使パターンと比例的に収益を認識する方法に変更しております。 

  

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84項ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用し

た場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残

高から新たな会計方針を適用しております。 
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この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 15,386 百万円、売上原価は 14,908 百万円、

販売費及び一般管理費は 461 百万円それぞれ減少し、営業利益は 17 百万円、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益は 47 百万円それぞれ減少しております。 
収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「負債の部」

に表示していた「ポイント金券引当金」、流動負債「その他」及び「商品券回収損失引当金」並

びに「前受金」の一部は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示しております。

また、従来、「商品券」及び「商品券回収損失引当金」として会計処理していたもののうち、自

社商品券等については契約負債、他社でも使用可能な全国百貨店共通商品券等については金融負

債として処理しております。なお、収益認識会計基準第 89-２項に定める経過的な取扱いに従っ

て、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。 
 

(時価の算定に関する会計基準等の適用) 
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時価算定

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19
項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年７月４日）第 44-２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわた

って適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
 

(追加情報)  
（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）    

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りに用いた仮定については、前連

結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した内容から、重要な変更

はありません。 
なお、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多く、当連結会計年度の

当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に想定できない影響を及

ぼす可能性があります。 
 

(重要な後発事象)  
    該当事項はありません。 
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